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・無限級数の収束

　　次の無限級数の収束・発散をダランベールの判定法を用いて判定せよ。

　　　　 (1)
∞∑
n=1

n!

8n

　　　　　　一般項は an =
n!

8n
である。

　　　　　　　　 lim
n→∞

an+1

an
= lim

n→∞

(n+1)!
8n+1

n!
8n

= lim
n→∞

n+ 1

8
= ∞

　　　　　であるから、ダランベールの判定法を用いると発散する。

　　　　　この無限級数については、もともと
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　　　　　と anが 0に収束していないので、ダランベールの判定法を使わなくても
　　　　　収束しないことが証明できる。

　　　　 (2)
∞∑
n=1

na2n (0 < a)

　　　　　　一般項は an = na2nである。
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　　　　　であるから、ダランベールの判定法を用いると 0 < a2 < 1のとき収束し、

　　　　　 1 < a2のとき発散する。また、a2 = 1のときは
∞∑
n=1

nなので、明らかに発散する。

　　　　　以上まとめると、|a| < 1のとき収束し、1 ≦ |a|のとき発散する。

　　　　　ちなみにこの無限級数は値を求めることが可能で、
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　　　　　である。

　資料置場

　　　　 https://www.gen.kanagawa-it.ac.jp/takeda/class/
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・べき級数の収束半径

　　次のべき級数の収束半径をダランベールの定理を用いて求めよ。
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